
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

・本体での仕業検査は指導と技術管理が担っていて、機動、交番班に教育が十分でない！ 

・区所全体での教育ができているところは全体の半分くらいしかない！ 

・車両センターで仕業検査が打てる体制を維持する 
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・仕業検査を本体で行う機会があり、「指導担当」と「できる社員」で指導して頂いている。 

・教育のやり方は現場ニーズにあわせて区所毎に考える。一律には言えない。 

・全車両センターで仕業検査が打てる体制の確立に向けての教育が曖昧なのは問題だ！ 

・できる人がいる今、体制をつくらないと間に合わない！ 

・不十分な点があるとの指摘に対しては、10年後に検修職場が成り立つよう改善を行う。 

プロパー採用（全体）：初年度＝約 80名、2年目以降＝80名を若干欠ける採用を続けている。 

若年出向(エルダーでない出向)：当初 900名前後 → 350名復帰（10/1含む） 

・500名強の人が出向から戻れないのか？ 

・正社員は概ね採用できている。グループ会社の体力は、本施策の推進により上がっていく。 

・この 3年で思うように進んでいない部分があるのは確かであり、着実に見直しを行う。 

・プロパー採用、本体の技術力、エルダーの雇用の三つ巴の課題を改めて認識した。 

・500名強が出向から戻れない状況で、10年で若年出向を解消できるのか！具体的に示すべき!! 

・10年で若年出向は解消できる。 

・「エルダーの雇用」と「プロパーの採用」の関係はあるが、プロパー社員をコンスタントに採用していく。 

・延長という形で出向。 

・グループ会社の経営がうまくいかず、プロパーの採用がままならないからではないか！ 

・10年間でエルダーにかわるプロパーが育つのかが見えてこない！ 

・先も見えない中での出向延長は認められない！ 職場では丁寧な説明すらなされていない!! 


